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ブ
ロ
イ
ラ
ー
に
比
べ
、
知
名
度
も
普
及
も
遠
く
お
よ
ば
な
い
国
産
鶏
種
。
し
か
し
今
、
食
の
安
全
保
障
や

食
の
多
様
性
の
面
か
ら
、
そ
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
産
鶏
種
「
た
つ
の
」
と
「
は
り
ま
」
を
取
材
し
ま
し
た
。

国
産
鶏
種
の
需
要
と
供
給
に
応
え
る

純国産鶏種
「たつの」と「はりま」

輸
入
種
鶏
に
依
存
し
過
ぎ
ず

国
産
鶏
種
で
食
の
安
全
保
障
を

　
日
本
国
内
で
育
種
改
良
さ
れ
た
純
国

産
の
鶏
を
「
国
産
鶏
種
」
と
い
い
ま
す
。

現
在
国
内
で
生
産
さ
れ
る
鶏
肉
の
う
ち
、

国
産
鶏
種
は
全
体
の
2
％
ほ
ど
（
5
ペ

ー
ジ
参
照
）。
外
国
の
種
鶏
由
来
の
ブ

ロ
イ
ラ
ー
は
、
経
済
効
率
が
優
れ
て
い

る
た
め
需
要
が
集
中
す
る
こ
と
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
鶏
は
世
界
的
に
も
種

の
多
様
性
が
失
わ
れ
て
い
る
家
畜
で
あ

り
、
ま
た
外
国
種
鶏
へ
の
過
度
な
依
存

は
、
食
料
安
全
保
障
の
視
点
か
ら
も
問

題
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
国
産
鶏
種
の
開
発
を
行

っ
て
い
る
の
が
、
独
立
行
政
法
人
家
畜

改
良
セ
ン
タ
ー
兵
庫
牧
場
（
以
下
、
兵

庫
牧
場
）
で
す
。
兵
庫
牧
場
の
担
当
課

長
、
朝
倉
康
弘
さ
ん
は
、
国
産
鶏
種
に

つ
い
て
「
輸
入
が
止
ま
っ
て
も
ち
ゃ
ん

と
鶏
肉
を
食
卓
に
届
け
る
こ
と
が
で
き

る
手
段
を
持
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
。

ま
た
、
種
鶏
も
国
産
と
い
う
生
産
履
歴

が
明
ら
か
な
鶏
肉
は
、
消
費
者
の
た
め

に
も
存
在
す
べ
き
選
択
肢
で
す
」
と
語

り
ま
す
。
意
義
の
あ
る
国
産
鶏
種
で
す

が
、
生
産
さ
れ
た
鶏
肉
が
高
額
す
ぎ
て

の
自
給
率
は
わ
ず
か
28
％
程
度
。
種
鶏

は
普
及
は
困
難
で
す
。
手
ご
ろ
な
価
格

で
お
い
し
い
国
産
鶏
種
を
と
、
兵
庫
牧

場
の
努
力
が
結
実
し
た
品
種
が
、「
た

つ
の
」
と
「
は
り
ま
」
で
す
。

関
係
者
一
体
で
取
り
組
む

「
た
つ
の
」の
生
産
と
普
及

 

「
た
つ
の
」
は
、
国
産
鶏
種
「
紅
桜
」

を
父
に
、「
小
雪
」
を
母
に
生
ま
れ
た

純
国
産
鶏
種
。
父
母
と
も
、
世
界
的
に

見
て
も
非
常
に
希
少
で
、
味
わ
い
が
評

価
さ
れ
て
い
た
鶏
で
し
た
。「
た
つ
の
」

も
味
が
良
く
、
飼
育
期
間
は
約
60
日
と

地
鶏
に
比
べ
れ
ば
短
期
間
。
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
こ
の
国
産
鶏
種
は
現
在
、
食

品
大
手
の
株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ
の
グ
ル

ー
プ
会
社
、
株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ
フ
レ

ッ
シ
ュ
フ
ァ
ー
ム
で
生
産
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
12
年
以
降
、
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
策
が
課
題
と
な
る
中
、

同
グ
ル
ー
プ
が
設
立
し
た
「
た
つ
の
」

の
た
め
の
飼
育
農
場
で
す
。
種
鶏
を
輸

入
に
頼
ら
ず
、
ひ
な
か
ら
飼
育
・
処
理
・

解
体
・
加
工
・
販
売
ま
で
一
貫
し
て
行

う
こ
と
で
、
高
い
レ
ベ
ル
の
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
農
場
で
は
、
餌
の
国
産
化

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
日
本
の
餌

 
「
た
つ
の
」（
ニ
チ
レ
イ
フ
レ
ッ
シ
ュ

じ
ゅ
ん
わ
け
い

兵庫牧場で育種改良した2つの国産鶏種。赤鶏の紅桜と白鶏の小雪を交配
した「たつの」（左）と、雄雌とも白鶏を交配した「はりま」（右）。

※系統の交配組み合わせは、今後の需要者ニーズの変化、より優秀な系統の造成等があった時点で変更になることがある。

育50
純和
され、

の
程

家畜改良セン
ター

兵庫牧場

ーム

育種改良 育種改良兵庫牧場

種鶏

たつの はりま生産者
（飼育農場）

雄：紅桜
赤色コーニッシュ

雌：小雪
白色プリマスロック

雄
白色コーニッシュ

雌
白色プリマスロック

（※）（※）

10December 2016

仕上サイズ
データ 登録
297
210
右アキ

297
210
右

天地
左右
アキ

D
IP

制
作

4
課

　
9

J
 

ａ
ｆ

ｆ
１

２
月

号
 

2
R

5
=

1
2
　

 
製

版
者

 
訂

正
回

数
 

色
　

数
 

4
 

製
　

版
　

課
 

 福
田

 
1
 

 
 

1
2

7
3

3
8

3
6

 
0

0
2

1
 

福
田

1
teiki

CS4

高
橋

2
teiki

CS4

再校高橋_04-13-tori.indd   10 2016/11/17   8:08

岩手県洋野町にあるニチレイ
フレッシュファーム（写真左）
では、「純和鶏（たつの）」を
ひよこ段階から飼育。系列
会社の株式会社フレッシュチ
キン軽米にて処理・解体後、
精肉として販売を行っている。
写真右は飼育担当の社員の
みなさん。

が
、
生
産
さ
れ
た
鶏
肉
が
高
額
す
ぎ
て

の
自
給
率
は
わ
ず
か
28
％
程
度
。
種
鶏

も
餌
も
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
状
況
を
変

え
る
た
め
、
地
元
で
栽
培
さ
れ
た
飼
料

用
米
を
餌
に
配
合
し
、
自
給
率
を
高
め

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
鶏
ふ
ん
か
ら
有

機
質
肥
料
を
生
産
し
、
そ
れ
を
農
家
が

水
田
に
使
う
仕
組
み
も
整
備
。
地
域
で

資
源
が
循
環
す
る
、
持
続
可
能
な
生
産

体
制
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

　に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
日
本
の
餌

 
「
た
つ
の
」（
ニ
チ
レ
イ
フ
レ
ッ
シ
ュ

フ
ァ
ー
ム
の
ブ
ラ
ン
ド
名
「
純じ

ゅ
ん和わ

鶏け
い

」）

の
出
荷
数
は
、
1
8
6
万
羽（
平
成
27

年
度
）。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
圧
倒
的
シ
ェ

ア
に
は
遠
く
及
び
ま
せ
ん
が
、
品
質
は

高
く
評
価
さ
れ
て
、
年
々
出
荷
数
は
増

え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
例
に
よ
り
、

国
産
鶏
種
へ
の
関
心
と
知
名
度
が
高
ま

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

兵庫
した

※系

地域の飼料用米を利用する
循環型農畜産業
地元である軽米町、洋野町の農家と契約し、数百 haの田んぼ
で飼料用米を栽培。鶏の餌に加えている。鶏ふんを堆肥化し田
んぼに活用。地域内で資源が循環する仕組みが整っている。

小学校で食育授業を実施　ニチレイフレッシュファームでは、地元の行政と連
携し、小学校で出前授業を行っています。岩手県
は養鶏が盛んな地域のため、家族が養鶏にかかわ
る子どもも多く、鶏は身近な存在。しかし、国産鶏
種や地域循環の仕組みなどを説明すると、知らな
かったという声がたくさん上がります。最後は「純和
鶏（たつの）」を使った給食で、味わいを確かめます。
「地域で育った鶏はおいしい」と地元の味として愛
着を持って食べる姿が見られるそうです。

ひよこから出荷まで飼育
精肉として販売

国産鶏種の意義を伝える！

専用飼料で飼育される。

鶏ふんを有機質肥料化。

水田の肥料として使用。

飼料用米を収穫。

イラスト／中山ゆかり

飼料用米を保管
し、餌に配合。

ブロイラーは一般的に飼育50
日程度で出荷されるが、純和
鶏も60日程度で出荷される。

純和鶏の
成長過程

ふ化50日で出荷
ブロイラー

60日で出荷

岩手県
㈱ニチレイ
フレッシュファ

ーム

14日 ふ化

赤
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伝
染
病
の
ま
ん
延
を
防
ぐ

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
も

　
生
き
物
で
あ
る
家
畜
は
、
病
気
に
か

か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
病
気
の
発
生

と
ま
ん
延
を
防
ぐ
こ
と
は
、
畜
産
農
家

に
と
っ
て
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
す
。

そ
こ
で
、
畜
産
農
家
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

病
気
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
機
関
が
、「
家

畜
保
健
衛
生
所
」
で
す
。
都
道
府
県
ご

と
に
設
置
さ
れ
、
伝
染
病
の
定
期
検
査
、

日
ご
ろ
の
飼
養
環
境
や
衛
生
管
理
に
関

す
る
巡
回
指
導
、
管
轄
地
域
内
で
発
生

し
た
病
気
に
つ
い
て
の
検
査
・
衛
生
指

導
、
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
巡
回
指
導

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
飼
養
羽
数
、
産
出
額

と
も
に
全
国
1
位
を
誇
る
養
鶏
県
、
宮

崎
県
の
場
合
、
こ
の
家
畜
保
健
衛
生
所

で
、
最
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い

る
の
が
「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
対
策
」
で
す
。
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
人
に
も
感
染
の
可
能

性
が
あ
る
感
染
症
で
、
鶏
の
病
気
の
な

か
で
最
も
恐
れ
ら
れ
て
い
る
家
畜
伝
染

病
の
一
つ
で
す
。
国
内
で
は
平
成
16
年

に
79
年
ぶ
り
に
発
生
し
、
以
降
養
鶏
農

家
は
そ
の
対
策
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
宮
崎
県
の
家
畜
保
健
衛
生
所
で

は
管
内
す
べ
て
の
養
鶏
場
を
巡
回
し
て
、

飼
養
環
境
の
調
査
・
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
農
場
・
人
・
車
両
な

ど
の
消
毒
、
入
場
者
の
記
録
、
防
鳥
ネ

ッ
ト
の
整
備
、
衣
服
や
長
靴
の
交
換
な

ど
、
ウ
イ
ル
ス
が
持
ち
込
ま
れ
な
い
た

め
の
対
策
が
確
実
に
講
じ
ら
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
ま
た
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
行
っ
て
抗
体
の

動
向
を
調
べ
た
り
、
海
外
で
の
発
生
状

況
、
発
生
予
防
に
関
す
る
情
報
発
信
や

万
が
一
の
病
気
の
発
生
に
備
え
、
防
疫

演
習
を
行
う
こ
と
も
重
要
な
業
務
で
す
。

　
平
成
27
年
以
降
、
国
内
で
は
発
生
の

な
い
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
が
、
中

国
や
ロ
シ
ア
な
ど
で
は
発
生
が
確
認
さ

れ
て
い
て
、
今
後
も
世
界
的
な
課
題
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
国

内
発
生
防
止
の
た
め
、
家
畜
保
健
衛
生

所
な
ど
の
関
係
機
関
は
、
畜
産
農
家
と

の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
地
道
な
取

り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

安
全
な
鶏
肉
を
安
定
的
に
消
費
者
に
届
け
る
た
め
に
は
、

鶏
の
病
気
の
発
生
や
ま
ん
延
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
鶏
肉
を
生
産
す
る
た
め
の

「
防
疫
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
鶏
肉
を
食
卓
へ

鳥インフルエ
ンザ感染の

有無を確認す
るための

モニタリング
検査。

宮崎家畜保健衛生所職員のみなさん。
前列右から4人目が恒吉雅治所長。

家畜保健衛生所の職員が、養鶏農家に直接聞き取り調査を行う。

宮
崎
県  

宮
崎
家
畜
保
健
衛
生
所

養鶏場
を巡回し

、

適正な環
境が

維持され
ているか

確認し、

指導を行
う。
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鶏
に
次
い
で
食
さ
れ
る
鳥
は

鴨
と
ア
ヒ
ル
の
雑
種
「
合
鴨
」

　
国
内
の
食
用
鳥
肉
に
目
を
向
け
る
と
、

ご
く
わ
ず
か
に
市
場
に
出
る
鳥
と
し
て
、

真
鴨
や
寒か
ん

雀す
ず
めな

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
家
畜
で
は
な
く
野
生

の
鳥
を
捕
獲
し
た
も
の
で
す
。
ダ
チ
ョ

ウ
や
キ
ジ
の
肉
は
観
光
地
に
て
提
供
さ

れ
る
程
度
で
、
量
は
さ
ら
に
少
な
く
な

り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
鶏
以
外
で
最
も

多
く
食
べ
ら
れ
て
い
る
の
が「
合
鴨
肉
」

で
す
。
一
般
的
に
見
か
け
る
鴨
料
理
の

多
く
は
、
こ
の
合
鴨
肉
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
で
は
、
こ
の
合
鴨

と
は
ど
ん
な
鳥
な
の
で
し
ょ

う
か
。

「
合
鴨
」
は
、
真
鴨
と
ア

ヒ
ル
を
掛
け
合
わ
せ
た
雑

種
の
俗
称
。
野
生
に
は
存

在
せ
ず
、
食
用
に
改
良
さ

れ
た
家
き
ん
の
鳥
で
す
。
そ

の
起
源
は
、
真
鴨
を
飼
い
な

ら
し
家
き
ん
化
し
た
「
ア
ヒ
ル
」

に
遡
さ
か
の
ぼり
ま
す
。
約
3
0
0
0
年
前

に
誕
生
し
た
ア
ヒ
ル
は
、
大
型
で
卵
も

よ
く
産
む
た
め
世
界
各
地
で
品
種
改
良

さ
れ
、
料
理
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
に
は
12
世
紀
ご
ろ
渡
来
。
し
か
し
北

京
ダ
ッ
ク
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
脂

が
多
く
肉
が
薄
い
ア
ヒ
ル
は
、
日
本
人

に
は
あ
ま
り
な
じ
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
古
来
よ
り
食
べ
て
い
た
野

生
の
鴨
の
味
を
目
指
し
て
改
良
し
た
の

が
「
合
鴨
」
で
す
。
肉
厚
で
程
よ
く
脂

の
の
っ
た
合
鴨
は
、
瞬
く
間
に
全
国
に

広
が
り
ま
し
た
。
現
在
、
国
内
流
通
量

が
多
く
国
内
生
産
も
盛
ん
な
品
種
は

「
チ
ェ
リ
バ
レ
ー
種
」。
繊
細
な
味
わ
い

と
、
甘
み
と
コ
ク
の
あ
る
脂
を
持
ち
、

鴨
鍋
な
ど
日
本
料
理
に
向
い
て
い
ま
す
。

寒
さ
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、

合
鴨
が
お
い
し
く
な
る
季
節
で
も
あ
り

ま
す
。
合
鴨
の
知
識
を
携
え
て
、
家
族

や
友
人
と
鴨
料
理
を
食
べ
に
出
か
け
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

国内には、鶏の他にも食べられている
鳥がいます。あまり知られていない
食用鳥の世界をのぞいてみましょう。

国内の食用鳥
合鴨

ダチョウ

真鴨

キジ

鶏の他にもいろいろ
真鴨とアヒルの交配雑種。
鴨料理の多くに用いられ
る。田んぼの除草方法とし
ての「合鴨農法」でも有名。

くせのない風味。近年その
栄養価などが注目されるよう
になったが、国内生産量は
まだまだ少ない。

日本の国鳥。平安
時代の文献に献立
が残っており、古く
から食用とされてい
たことが分かる。

越冬のため飛来する渡り鳥。冬の
味覚として食べられてきた歴史を持
つ。家畜でないため希少性が高い。

13 December 2016
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